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著者は同様に、10 MV-X線を基準放射線にした場合、192Irの RBEは 1．1であることを示している。

























することが重要である。本研究は、独自の線量評価システムに MKMと LQL model を組み込むことにより、
RBEと線量分割の両方を考慮した正確な線量評価を可能にし、それを三次元まで拡張した新たなシステ
ムを構築した点で、極めて高い臨床的意義を有するものと評価できる。 
令和 2年 1月 7日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
